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研究成果の概要（和文）：日本では毎年約17万人の勤労者ががんサバイバーとなっている。近年、がん罹患者の
復職支援（RTW）が行われている。しかし、その社会的・経済的影響については、ほとんど検討されていない。
本研究の目的は、がん患者に対するRTWの社会的・経済的影響を明らかにすることである。
インターネットによる患者パネル調査とがん診療連携拠点病院での患者調査を実施した。1. 診断1年後の平均所
得は前年比66％であった。2.がんサバイバーの労働生産性はがん未経験者に比べて罹患1年目にアブセンティー
ズムが上昇したが、2年目以降は有意差はなかった。RTWへの支援は労使双方、さらには社会全体にとって重要な
施策と考えられる。

研究成果の概要（英文）：Around 170,000 working people in Japan become cancer survivors every year. 
In recent years, support has been provided for people affected by cancer to return to work (RTW). 
However, the social and economic impact has rarely been studied in Japan. The purpose of this study 
was to clarify the social and economic impact of RTW for cancer patients.
An internet-based patient panel survey and a patient survey at cancer treatment base hospitals were 
conducted. (1) The average income one year after diagnosis was 66% of the previous year. (2) 
Compared to non-cancer survivors, the labour productivity of cancer survivors increased in the first
 year of illness, but there were no significant differences in presenteeism or absenteeism after the
 second year of illness. This suggests that the support for RTW is considered to be a very important
 measure for both labour and management, and thus society as a whole.

研究分野：社会医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
がん罹患者の復職支援の意義について調査研究を行った。その結果、1.わが国において、診断から1年後の平均
所得は前年の66％であった。2.がん生存者の労働生産性は、がん未経験者と比べて、罹患1年目においてアブセ
ンティーズム（休業による損失）は増加するが、プレゼンティーズム（パフォーマンス低下による損失）及び罹
患2年目以降のアブセンティーズムには有意な差がなかった。
このことより、がん生存者に対する復職支援は、労使双方、さらには社会的に大変重要な施策であることが示唆
された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
がん医療の進歩により、毎年約 17 万人の勤労者が、がんサバイバーとなる。近年、がんに
罹患した後も就労を続けたい個人の視点、今後就労者数が減少するなかで活力を維持した
い社会の視点から、がんに罹患した人の復職支援（両立支援）が行われている。しかしこの
ような復職支援（両立支援）の社会的、医療経済学的なインパクトについてほとんど検討が
行われていない 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、がん患者に対する復職支援（両立支援）の社会的、経済学的インパクトを
明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
（1）勤労者のがんサバイバー数の推定：胃、大腸、肺、乳房（女性のみ）のがんについて、
推定に必要な「がん登録・統計」、「労働力調査」等のデータの抽出を行った。 
（2）がんサバイバーの就労状況、所得水準の推定：香川県内のがん診療拠点病院において
行われた患者調査の一部を活用した。がん罹患後の年数、就労の有無、罹患後の所得の変化
などの情報が揃った 483 名のデータを解析した。分析に用いた調査項目は、罹患時の年齢、
罹患後の年数、ステージ、治療内容（手術、化学療法、放射線療法）、支援（家族、友人、
会社）、就労形態（常勤、非常勤、自営）、就労継続である。 
（3）がんサバイバーの労働生産性の推定：労働生産性損失の測定ツールであるWPAI を用
いて、アブセンティーズム、プレゼンティーズム、労働生産性に関する調査を行った。胃、
大腸、肺、乳房のがん患者、及びがん非罹患者の 5 群（各 300 名、計 1500 名）を対象に、
インターネットによる患者パネル調査を行った。調査項目はWPAI の他に、年齢、がん種、
進行度、診断後の期間、治療内容、診断後の就労の有無、就労支援の有無、就労の継続期間、
EQ5Dである。 
当初予定していた事業者に対する調査は、新型コロナウイルス感染症パンデミックのた
め施行できなかった。 
 
４．研究成果 
（1）わが国において、診断から 1 年後の平均所得は前年の 66％であった。がんの進行度、
診断時の就労状況、同じ職場での就労継続が所得水準に関連していた。 



 
 
（2）がん生存者の労働生産性を非がん者と比較した時、罹患 1年目においてアブセンティ
ーズム、プレゼンティ－ズムとも増加するが、プレゼンティーズム及び罹患 2 年目以降の
アブセンティーズムは、非がん者と有意な差がなかった。 

 
  
このことより、就労者に限れば、2年目以降の労働生産性はがん未経験者と大きな差はな
いと考えられ、癌生存者に対する両立支援は、労使双方、さらには社会的に大変重要な施策
であることが示唆された。 
なお、研究期間中に生じた新型コロナウイルス感染症パンデミックにより、事業者に対す
る調査を施行することができなかった。しかし概ね当初の研究目的を果たすことができた
と考える。 

がん罹患1年後の所得（％）ref（比較対象群）と比較した場合
項目

ｎ 平均 標準誤差 ｐ値
罹患年齢 60歳未満 24 2.6 3.7 0.478

60歳以上 48 ref
ステージ Ⅰ/Ⅱ 28 8.0 3.3 0.016

Ⅲ/Ⅳ 44 ref
診断時の就労形態 フルタイム 49 12.5 4.7 0.006

パートタイム 13 ref
自営 10 1.9

会社からの支援 あり 53 6.3 3.5 0.078
なし 19 ref

就労継続 あり 57 13.1 3.9 0.001
なし 15 ref
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